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原 著

成人歯科検診受診者の歯周病原性細菌に対する血中抗体価と
Community Periodontal Index の関連性

鉛山ゆかり

概要：鹿児島県A町に居住する 40 歳以上の成人 183 名を対象に，歯周病原性細菌に対する血中 IgG抗体価と歯周疾患
の重症度との関連性について調査した．ELISA法により Aggregatibacter（Actinobacillus）actinomycetemcomitansの各血清型
（a～e）の全菌体，および Porphyromonas gingivalisの全菌体，同精製線毛に対する IgG抗体価を測定した．各々の抗原に対
する抗体価間では，A. actinomycetemcomitansの各血清型に対する抗体価間すべてに有意な正の相関が認められ，c型，e
型に対する抗体価は抗 P. gingivalis全菌体抗体価とも有意な正の相関を示した．抗 P. gingivalis線毛抗体価は P. gingivalis

全菌体抗体価と A. actinomycetemcomitansの a型全菌体に対する抗体価に相関を示した．歯周病重症度とは A. actinomy-

cetemcomitansの血清型 aと eの全菌体，P. gingivalisの全菌体，同線毛に対する抗体価が有意な相関を示した．P. gingivalis

と A. actinomycetemcomitansはともに歯周病原菌として知られているが，その病態は異なっており，各々の菌に対する抗体
価を併用することで，より正確な歯周病診断が可能になるものと思われる．

索引用語：歯周疾患，Aggregatibacter（Actinobacillus）actinomycetemcomitans，Porphyromonas gingivalis，血清型，
血清抗体価
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緒 言

歯周病は細菌感染によって生じる歯周組織の炎症性変
化であり，症状の進行に伴って歯の支持組織の破壊，ひ
いては歯の喪失につながると考えられている．歯周組織
破壊の原因は，細菌の生物活性による宿主免疫システム
の活性化に負う部分が大きい1）．歯肉溝には 500 種を超
える細菌が棲息するといわれるが，それらの中でも歯周
病原性の観点からは，Porphyromonas gingivalisと Aggre-

gatibacter（Actinobacillus）actinomycetemcomitansが特に注
目されている2）．P. gingivalisは重度の成人性歯周炎や侵
襲性歯周炎，慢性歯周炎の発症，進行に関与している3）．
A. actinomycetemcomitansは局所性の若年性歯周炎の主
要な原因菌として同定されており4），ロイコトキシンや
コラゲナーゼなどを含む，いくつかの毒性因子を分泌し
ている5）．また，成人性歯周炎の進行にも関与している6）．
種々の感染症において，血中の特異抗体価についての

情報が感染の有無を調べるための診断法として活用され
ている．歯周病についても，P. gingivalisや A. actinomy-

cetemcomitansに対する血清の特異抗体価の上昇が報告
されているが，診断法として活用されているとは言えな
いのが現状である．歯周病の診断法としては歯科医師に
よる口腔内診査が，また特定細菌の感染の有無の評価は
プラーク細菌の培養，あるいは細菌特異的なDNA配列
の増幅による検出が直接的であり，血清抗体価は感染の
経験を間接的に示唆する．しかしながら，血清抗体価の
測定は口腔内診査や細菌検査に比較して，はるかに大量
の試料を短時間，低費用で扱うことが可能であり，大集
団を対象としたスクリーニング検査や疫学的研究での活
用が有望視されている7，8）．
近年，歯周病と心臓脈管系疾患，脳卒中，リウマチ性

関節炎，低体重児早産などの全身性の疾患との関連性が
指摘されている．著者の所属する研究グループでは，こ
れまでに 1,000 名を超える地域住民の歯周病罹患状態
と，P. gingivalisの全菌体や線毛，A. actinomycetemcomi-

tansの全菌体に対する血清抗体価，ならびに血圧，コレス
テロール，C反応性蛋白などの全身的健康指標との関連
を調査し，血清抗体価測定の意義を報告してきた．すな
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